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1. 18憲政会､政友会､革新倶楽部の3党首

会談で護憲三派成立｡第2次善意運動

5. 10捻選挙で護憲三派勝利
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5. 18陸海軍大臣の現役武官制復活

1. 25字垣に鼠閥の大命(29陀断念)

7. 7虞溝稀で日中両軍衝突｡支部事変

5. 11日ソ両軍衝突｡ノモンハン事件
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r陸軍の軍縮と軍日化への差｣メモ

●海軍軍鯨は､陸軍にも軍縮を求める強い世論

▽ワシントン条約(大正11年2月6日)で　日本は
一

主力艦について｢五･五･三｣を受け入れた

▽第一次世界大戦が終わり　平和待望論

深刻な戦後不況も始まっていた

▽首席全権加藤友三郎海相は

世界の大勢日本の国益を判断し海軍軍縮に

●陸軍柱世論に押される形で､ 2回(大正11年､ 14年)にわた

り9万3千人余りの兵力を削減した

▽明治国家誕生以来｢富国強兵｣を合言葉に

拡萌に拡輩を重ねてきた陸軍の歴史では

初めてのことであり　画期的なことだったが･･･

▽その裏では中学校以上の学校に軍事教練など

軍国化路線が着々と敷かれていた

▽この筋書きを作り　実行に移したのは

大正1 3年1月　陸軍大臣になった宇垣一成

●ワシントン会議で性､陸軍協定は出来なかった

▽陸軍柱事前打ち合せの外務･陸海軍次官会議で

｢一兵たりといえども減らさない｣と強硬方針

▽会議ではフランス全権が陸軍縮小に反対

▽海軍は平時の軍艦の数と性能を制限しておけば

戦争になったからといって急に建造できない

▽陸軍の場合は平時兵力を減らしておいても

簡単に戦時動員できる意味がないとなった

∇これが国内世論を反発させた

▽陸軍が盛んに唱えていたロシアの脅威も

帝政ロシアが革命で倒れ

当面大きな軍備を持つ理由がなくなっていた

▽元老の山県有朋が亡くなる(大正11年2月1日)と

陸軍は政党の集中砲火を浴びることになった

▽野党憲政会国民党に続いて与党政友会も
｢陸軍の整理鯨小に関する建議案｣を提出

｢歩兵の在営期間を一年四か月に短祐し､且各種

機関を統合して年間経費四千万円を節減せよ｣

▽山梨半造陸相も｢陸軍も整理を検討中である｣

▽衆議院は3月2 5日建議案を圧倒的多数で可決
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加藤　友三郎(かとう･ともさぶろう)

文久1 (1861)～大正12 (1923)広島･安芸

津出身｡海軍大将｡明治38年連合艦隊参

謀長｡大正4年大隈内閣海相となり寺内
･原･高橋内閣に留任｡ 11年2月ワシント

ン会議全権として海軍軍船条約調印｡

6月海相兼務のまま首相に就任､陸海軍

軍蘇､シベリア撤兵を達成｡在任中に病

死し､死後元帥の称号を贈られる

手車　一成(う歩き･かれg)

･明治1(1868)～昭和31(1956)岡山県生

まれ｡陸軍大将｡大正2年､陸軍省軍事課

長の時､山本内閣の｢軍部大臣現役武官

制｣廃止に反対､怪文書を放いて一時左

遷される｡参謀本部作戦部長､陸軍次官

を経て13年1月清浦内牌陸相｡加藤高明
･若槻内閣にも留任し4個師団廃止の宇

垣軍船を実施｡陸軍近代化を進め､学校

教練､青年訓練所制度を導入した｡昭和

4年浜口内簡陸相､陸軍に宇垣時代を築

く｡ 6年朝鮮総督｡ 12年1月組閣の大命を

受けたが､陸軍中堅幹部の反対で断念｡

13年近衛内閣外相｡戦後28年､参院選全

国区最高点当選｡著に｢宇垣一成日記｣

山県　有朋(?まきた･桝とも)

天保9(1838)～大正11 (1922)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡轍下村塾に学び､奇

兵隊軍藍｡明治2年欧米を視察､帰国後､

陸軍大輔を建て6年陸軍卿となり軍制､

徴兵制を確立｡参謀本部長､内務卿を歴

任｡ 18年伊藤内閣内相となり､陸軍と内

務官僚の支配権を握る｡ 22年首相｡枢密

院議長を建て日清戦争で第1軍司令官｡

31年再び首相となり軍部大臣現役武官

制を実施｡目鼻戦争では参謀総長｡元老

として長州閥を率い､陸軍､政界に君臨



rt政権も目まぐるしく変わっていた

▽原敬首相が東京駅で暗殺(大正10年11月4日)され

高橋是清内閣も政友会内紛で総辞聴

首相には大正11年6月12日加藤友三郎

▽最初の閣議で｢軍縮の準備が出来次第､

次の議会の召集を待つことなく実施に移す｣

●｢山梨軍縮｣は8月1 5日から実施された

師団を減らさずに兵隊の数を間引き

21個師団はそのままにして､大隊の中隊編成

を縮小した｡歩兵連隊は3大隊､各大隊は4個中

隊｡これを3僻中隊編成にして220中隊減らし､

将校2168人､下士官兵5万7296人を整理した｡

作戦の基礎となる師団さえ減らさないでおけ

ば､戦争になった時､兵舎などの施設があるか

ら動員兵を教育･訓練することができ､21個師

団を42個師団にするのも比較的簡単だった｡

兵役関係では､現役兵の入営時期を遅らせて

40日鯨波､予備役以後の演習召集を47日短躯､

全兵役期間を通じて87日間減らした｡

▽陸軍は｢5個師団分に相当する｣と説明

産常費で年平均3 145万円

臨時費45 6万円減らすことが出来るとした

▽議会側には｢手凄い､不徹底だ｣と大きな不満
r山梨軍ヰ｣の方針

｢兵隊を減らす代わりに､兵器､装備の近代化

を図る｣を基本方針とした｡歩兵1連隊に2機関

銃隊を新設し､野戦重砲兵､鉄道兵､通信兵､航

空兵を増員｡さらに軽機関銃､歩兵砲､高射砲､

自動車牽引重砲の兵器増強経費9613万円を12

年継続事業として要求､成立させていた｡

▽兵器増強費を差し引くと大正1 2年度予算でも

陸軍の経費節減は約2 3 00万円に止まった

▽軍船実席も海軍22. 7%減(酢&)陸軍6. 5%

●字垣は､軍縮には大反対だった

▽山梨を｢下手な舵取りだったからだ｣

▽山梨は'田中義一と士官学校同期生
-　2　-

山梨　半造(やnt,･臥そう)

元治1 (1864) ～昭和19(1944)神奈川県

生まれ｡陸軍大将｡大正7年陸軍次官､ 10

年高橋内閣陸相｡昭和2年朝鮮捻菅とな

ったが､朝鮮疑獄事件に連座し辞職

原　敬(杜ら･たれ)

安政3(1856)～大正10 (1921)盛岡南部

藩出身｡外務省商務局長､次官を歴て明

治35年衆院議員に当選｡逓信相､内相を

歴任､大正2年政友会総裁｡ 7年初の純政

党内閣を取殺､ ｢平民宰相｣として世論

の支持を受けたが東京駅で暗殺される

高棟　是清(た細いこれきよ)

安政1く1854)～昭和11 (1936)江戸生ま

れ｡日銀謝絶兼の自薦戦争中､外債募集

に成功｡日銀捻裁､蔵相を歴任し大正10

年11月､原首相の暗殺で政友会盆栽､首

相に就任｡昭和2年田中内閣戒相となり

金融恐慌を収拾｡満州事変後に犬養･斎

藤･岡田内閣蔵相｡世界恐慌の危機を乗

り切る｡二･二六事件で暗殺される

宇壇日記(大正1 1年8月158)

｢明治建軍以来､増設に次ぐ拡頚を以

てして今日に至りし陸軍にとって､

時勢の変遷とはいえ之を蘇小せざる

に至りし事は悲しまざるを得ず-八

月十五日､これが余が今日迄の軍人

生活に於ける第-の不快なる日であ

る｡第一に悲しむべき日である｡第-

の憾むべき日である｣

田中　義-(た妙･ぎ鴨)

元治1(1864)～昭和4(1929)長州藩出

身｡陸軍大将｡参謀次長としてシベリア

出兵を推進｡大正7年原内閣陸相となり

高橋内閣に留任｡ 12年山本閣陸相｡ 14年

政友会総裁｡昭和2年首相に就任したが

蛮作寮爆殺事件で辞職
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▽田中の引き立てで次官陸相に

宇垣は｢長いものに巻かれの､権勢に姫びる利

己主義者｡軍船をやれといわれて､ただそれに

従って兵力削減の帳面面を合わせただけだ｣

▽｢山梨軍縮｣は軍船そのもの

大戦の教訓を生かした陸軍近代化

整備･充実には｢何の役にも立っていない｣

●ヨーロッパの血みどろの近代戦を経験しなかった日

本陸軍は､三流､四流の旧式装備のまま取り残された

▽フランスの歩兵大隊は

垂機関銃4挺軽機関銃1 2挺を装備

日本の歩兵部隊には1挺もない

▽飛行機も戦闘機偵察機だけ爆撃機がなかった

▽近代化とは動力化機械化で横動性を持たせる

大砲を草で引っ事り　自走砲(戦車装甲i)

▽金のかかることばかり

飛行1個連隊(30～408)を作っても

維持費だけで1個師団分の経費

▽｢山梨軍縮｣は兵力削減で世論の風当たりを

かわそうとしたため近代化は不十分なものに

●軍船と共に｢軍人失意の時代｣が始まっていた

▽電車の中で｢拍車をとれマントを脱げ｣

あげくは｢税金梶棒｣と罵られる

▽日雇戦争の頃は軍服姿で街中を歩けば

誰もが畏敬の念で見てくれたのに

将校が帰宅する時には背広に着替えた

▽軍縮でクビになれば

地方人(軒の∵掛金畑職)に頭を下げなければ･･･

●関東大貴炎で首都復興､経済再建最優先

▽紫蘇財政の中　どうやって復興財源を確保するか

軍縮を求める声が一段と強まることが

▽そんな中宇垣陸相(赫高取内W)は大正1 4年5月

4個師団を廃止する｢宇垣軍縮｣を実施した

▽宇垣が　この後｢政界の惑星｣と騒がれ

何度か首相･総裁候補に挙がるのも

厳しい環境の中で軍縮を実行した手腕
｢字垣は出来る｣ ｢宇垣なら陸軍を抑えられる｣

-　3　-

｢一･一r砲兵は耕し歩兵は収穫するJ

第一次大戦は､それまでの戦争の観念

を根底から引っ繰り返した｡飛行機､戦

車､毒ガスと新兵器が登場したが､何と

いっても大砲と機関銃｡砲密度(頒千人当た

りの大船は､日雇戦争当時3､4円､砲弾発射

数も1日1門3､4発だったのが､20円から`

30円に増えた｡ 1円30発を超える集中砲

撃で敵陣地を制圧すると､突撃分隊に

機関銃を撃たせながら突入させた｡

日本陸軍は日露戦争以来白兵戦､銃剣

突撃主義｡敵兵戦く嬢和一溝に鯛)で一斉射

撃の後､小隊長が先頭に立って｢俺につ

いてこい｣と突撃する戦法｡これでは大

砲､横銅鏡の餌食になるだけ｡戦法も指

揮も機関銃を中心とした小人数のグル
ープ戦牌に変わっていた｡

r軍人お断わり｣の時代

第15師団長(酬駐屯)田中国重は､参謀

総長上原勇作元帥への手紙で､ ｢軍瀬

の声が世に喧伝されてから隊付将校

の士気は大いに阻喪した｡最近の青

年将校の配偶者の家柄を見ても､昔

と比べて大いに低下している｣

中外商業新報(i日脚)は結婚補導会

による男女の結姫傾向のデータを紹

介､結婚相手の希望として女性は｢何

業でもよいが､軍人だけはお断わり｣

男性は｢実業家か医者か学者の娘が
一番だが､軍人の娘だけは不可｣

田中　国重(たなかくにLU)

明治2(1869)～昭和16(1941)鹿児島県

生まれ｡陸軍大将｡駐米･駐英武官､第15

師団長､台湾軍司令官を歴任

上原　勇作(うえ杜ら･争うさく)

安政3 (1856) ～昭和8 (1933)宮崎県都城

生まれ｡陸軍大将･元帥｡明治14年から4

年間フランスに留学､工兵技術を導入｡



▽震災で軍隊を見直す空気も　出ていた

陸軍は復旧の先頭にたち備蓄食糧を放出

● ｢宇垣軍縮｣は､軍隊が国民の新たな信頼を獲得した

機会を巧みにとらえ､先手を打ったものだった
r羊承狗肉｣のr宇垣軍嶺J

｢羊頭｣は4個師団｡日産戦争後に作られた第

13(高田) 15(豊掛17(剛) 18(姻米)師団を､一挙に廃

止し､インパクトは強烈だった｡誰もが軍縮だ

と受け取ったし､加藤内閣もそう説明した｡

しかし師団を減らさなかった｢山梨軍船｣は､

5万9400人減らしたのに｢宇垣軍縮｣は3万3900

人｡陸軍費は大正15年度こそ1億9700万円と前

年度より1800万円減ったが､昭和2年度はもう

2億1800万円で､2100万円も増えている｡

師団を減らして浮いた金は､全て陸軍近代化

に充てられた｡航空兵科が初めて作られ､航空

本部が発足､飛行2個連隊が増設された｡第7飛

行連隊は軽爆2個中隊､重爆1個中隊から成り､

ようやく爆撃隊が揃った｡戦車隊も1個中隊で

き､歩兵分隊に軽機関銃､歩兵連隊には歩兵砲

が配備され､遅蒔きながら近代化への第一歩｡

一･若い頃から野心に燃えた軍人一一一･---I----一

宇垣は明治元年､岡山県の農家の五男坊とし

て生まれた｡生後3か月で父弟が赤痢で亡くな

り､ 12歳で母校の小学校の代用教員｡教員検定

試験に合格して16歳で校長に｡生徒を引率､陸

軍の演習を見学して軍人に憧れるようになっ

た｡宇垣家は戦国時代､ 1万3千石ほどの-城の

主だったといわれ､反対する母親を説得､教員

生活で貯めた資金を懐に上京した｡

明治20年､20歳の時にフランス式からドイツ

式に変わった新制度の陸士第1期生に合格｡同

期の白川義則､鈴木荘六も小学校教員出身｡陸

士での評価はrずぼらで無頓着｣､あだ名が｢鈍

垣｣｡最古参の中尉として陸大に入った頃から

頭角を現わし卒業成簾は3番､恩腸の軍刀を受

けた｡ 28歳で結婚するとき｢精神一到何事か成

らぎちん｣の決意を示すため､杢次を一成と改
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日産戦争で第4軍参謀長｡ 45年西園寺内

閣陸相｡ 2個師団増設を要求して拒否さ

れ単独辞職｡内閣を倒し､大正政変の因

を作る｡大正4年参謀総長｡山県没後､反

長州派の総帥として田中､宇垣と対立

粥東大震災

大正12年9月1日正午直前､相模湾を震

源とするマグニチュード7. 9-8. 2の大

地震に襲われた｡死者9万9331､不明4万

3476､負傷10万3733人｡全壊12万8千､半

壊12万6千､焼失家屋44万7千戸｡擢災者

340万人で東京､横浜は壊滅状態｡

損害は日銀調査で45億円を突破､当時

の国民稔生産の30%に当たる被害｡

加藤　高明(かとう･たかあき)

万延1(1860)～大正15(1926)愛知県生

まれ｡三菱に入社､岩崎弥太郎の知遇を

得て英国留学｡帰国後､三菱副支配人と

なり岩崎の女婿に｡明治27年駐英公使｡

33年伊藤内閣外相｡ 35年衆院議員｡西園

寺･桂内閣外相を歴任､桂と共に立憲同

志会を組歳｡大正3年大隈内閣外相に就

任し､第1次大戦で対独参戦し中国に21

か条要求を出す｡ 5年憲政会を離農して

総裁｡ 13年第2次草書運動で護憲三派を

結成して清浦内閣に対抗､首相に就任｡

普通選挙法､治安維持法を制定した｡ 14

年閣内紛争で憲政会単独内閣を親殺し

たが､在任中に病死

白川　義則(しら肋･よしのg)

明治1 (1868) ～昭和7 (1932)愛媛県生ま

れ｡陸軍大将｡関東軍司令官､昭和2年田

中内閣陸相｡上海派遣軍司令官で出征､

天長節記念式で爆弾を投げられ死亡

鈴木　荘六(すすき･そうろく)

慶応1(1865)～昭和15(1940)新潟県生

まれ｡陸軍大将｡台湾･朝鮮軍司令官､大

正15年参謀総長｡昭和7年枢密顧間宮



名したが､ ｢日本一になるのを目指したんだ｣

といわれるくらい､野心に燃えた軍人だった｡

●大正1 3年1月7日､清浦杢吾内閣陸相に

▽軍船について　自信満々

｢自分の抜かに､この大事業をやる者怯いない｣

∇前年9月　田中陸相から

軍制調査委員会の委員長に任命され

近代化のプラン作りを任されていた

宇垣の岳論は｢4億師団廃止J

宇垣は考えた｡軍制の根本的改善を図るには

巨額の費用を要する｡財政状態を見るに､戦後

の財界不況に噛ぎ､関東大震災の痛手を復興

するだけでも非常な国庫負担だから､軍備改

革にこれ以上の財政支出を求めるわけには:い

かない｡従って､改革に要する費用は全て部内

から捻出しなければならぬ- 13年6月未､審

議を終えた時は加藤高明内牌に代わっていた

が､4個師団廃止で近代化費用を賄うことに｡

▽8月改革案を元帥･軍事参議官会議に諮ると

参謀捻長の上原勇作元帥から　猛烈な反対.

｢政党や世論に迎合し､陸軍を破壊するものだ｣

▽賛成反対は　4対4　宇垣は

議長の奥保筆元帥に迫って多数決とさせ

議長賛成の1票で辛うじて押し切った

●｢字垣軍縮｣は大正1 4年5月1日から実施された

▽宇垣は｢国防力を高めるための軍備の再編成だ｣

∇近代化の点ではちょっぴり　前進しただけ

量的にも質的にも

とても　自慢するようなものではなかった

▽結局は質も量も足りない分を
｢肉弾ヲ以テ砲弾二代エル｣

体当り戦術思想に固執せざるを得なかった

▽下村定大将は｢宇垣軍縮の時､師団を半分くらい

に減らしてしまう｡陸軍を思い切ってコンパク

トなものにして､浮いた経費を産業育成に充て､

世界に遅れない最新装備を考えるべきだった｣
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清浦　重苦(きようら･恥○

嘉永3(1850)～昭和17(1942)熊本県生

まれ｡明治19年内務省警保局長となり､

保安条令を制定し山県内相の信任を得

る｡松方･山県･桂内閣法相を歴任､明治

39年枢密顧問官｡大正3年組閣の大命を

受けたが､政党､海軍の反対で断念､ ｢鰻

香内閣｣と評された｡ 11年枢密院議長と

なり､ 13年1月首相に就任するも貴族院

母体のため､第2次護憲連動が起こり､

総選挙に敗れて6月辞職した

宇垣日記(大正13年元日)

｢光輝ある三千年の歴史を有する

帝国の運命盛衰は繋りて吾一人にあ

る｡親愛する七千万同胞の栄辱興亡

は預りて吾一身にある｡余は此の森

厳なる責任感と崇高なる真面目とを

以て勇往する｡余は進取､積極､放胆､

活溌､偉大の精神意気を以て連進す

る｡世態人情の趣向は余に此の決意

を一層筆固ならしめたり臭｣

奥　保葦(おく･やすかた)

弘化3 (1846) ～昭和5 (1930)福岡.県小倉

薄出身｡陸軍大将･元帥｡日清戦争で第5

師団長､日雇戦争では第2軍司令官｡明

治39年参謀総長｡44年元帥となり､軍長

老として亡くなるまで軍澱にあった

･.太平洋戦争を日暮戦争で戦った.･･･.･･

支那事変(柵12年)が始まったとき日本

陸軍の小銃柱三八式歩兵銃(槻38年別) ｡

命中率もよく100万挺生産されたが､30

年以上も同じ鉄砲を使い続けたという

のは､技術軽視以外の何物でもない｡第
一次大戦で自動小銃が使われ外国では

自動小銃が常識になっ七いた｡

昭和14年に九九式(槻宕元2599年)を採用

した際､工業力が貧弱なこともあって､

｢弾丸の無駄遣いをするより一発必中



ヾ●陸軍部内は､ ｢宇垣軍縮｣をどう見たか?

▽西欧の軍事情勢に精通した軍人なら
｢新式装備は急務軍縮は止むを得ない｣

▽大部分の軍人は軍人勅諭で

｢兵力ノ消長ハ国運ノ盛衰｣と教えられてきた

▽河辺虎四郎中将は

｢多くの連隊と軍旗がなくなり､伝統と団結を誇

った兵団や部隊の解散柱､各級将校に士気の沈

滞を招いた｣と回想している

▽軍鯨で軍人軽視を招いたことが
｢上層部侍むに足らず｣と下勉上的な風潮

派閥抗争に発展することになる

▽｢山梨軍縮｣はクビになった者だけが恨んだが
｢宇垣軍船｣は残った者にも大きな恨みを残す

▽師団には歩兵4個連隊のはかに

騎兵砲兵工兵などの連隊

連隊長のイスだけでも　4 0近くも減った

▽｢せめて連隊長が夢｣だったのにその夢を奪った

● ｢宇垣軍蘇｣最大の特徴は学校教練

▽復興優先で｢もっと軍隊を減らせ｣の声が

高まる前に先手を打って軍縮をやってしまう

▽軍事教練をやって国民の国防意識を高め

国家総動員体制を陸軍主導で作る

陸軍独裁を狙った政治色の強いもの

●宇垣は､大変巧妙な政治手腕の持ち主

▽大正デモクラシー花盛りの時代

軍国主義的な学校教練を

軍縮という一見平和路線に結びつける

∇｢4個師団廃止｣の見た目の大きさで

｢陸軍はよくやった｣と
一般社会の抵抗をそらした

▽軍船に先立ち｢陸軍現役将校配属令｣ (4月13日)

▽男子中等学校以上の学校に

2千人の現役将校を配属

軍事教練を必修科目とした

▽軍栃で余る将校の失業対策と　同時に

大隊長中隊長要員を定員外で温存する狙い
それも陸軍予算でなく　文部省予算で
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の訓練で十分だ｣と､銃身を短くして軽

くしただけ､自動小銃は見送られた｡

堀毛一度少将の蓄･･-.･--.-.-･-I.-･.≡

昭和5年から2年間､ソ連に駐在した

時､ソ連軍法もう戦車と重砲､低空攻

撃の飛行機をセットにした立体作戦

の訓練をやっていた｡戦車には戦車､

飛行機に対しては飛行機､ことに戦

車が集団でやって来る場合には多く

の飛行機で対抗しなければダメだ｡

意見書を出したが､見向きもされな

かったという｡理屈で判っていても､

金がなかった｡

下村　定(しもむら･きだむ)

明治20 (1887) ～昭和43 (1968)高知県生

まれ｡陸軍大将｡昭和3年仏･独に派遣｡

第13軍､西部軍､北支方面軍司令官を歴

任｡敗戦後は後東久適･幣原内閣陸相と

して陸軍の解体を担当した

河辺　虎四郎(抽Jt･とらしろう)

明治23(1890) ～昭和35(1960)富山県生

まれ｡陸軍中将｡駐ソ･駐独武官､航空本

部次長を経て昭和20年4月参謀次長｡敗

戦で降伏受理打ち合せにマニラに派遣

宇垣日記(大正14年5月1日)

｢今にして告白するが､今回の軍備整

理は国民世論の先手を打って軍縮を断

行し併せて国防力の改善を図り､軍船

と地方の休戚(きめせき-輔と不動との関係

的改善自覚を国民に警鐘し､及び華氏
一致融和して挙国国防の端緒を開くと

いう此の三点を狙ったものである｡こ

のことは今日まであまり世間に公言し

得られざる余の胸中に潜みありし理由

である｡大体当初の目的を達し得たる

がこれが大成は今後の大なる奮闘に待

たなければならない｣



●若者の心に徴兵制度の重圧

▽必修科目だからといって

教練検定に不合格になっても

卒業できなかったわけではない

▽任意科目だった大学生までが

教練に励んだのはなぜか?

▽教練検定に合格すれば

兵役上の恩典が与えられた

▽学生には背で　しごかれても

このアメが大きかった

▽現役徴集されれば　2年の兵営生活

除隊しても予備役5年4か月

後備役1 0年と兵役義務は続く

▽予備役の間も1年おきの点呼

年間35日の演習召集があった

兵役法に定められた兵役義務

徴兵検査(20歳) 17歳20　　　　25　　30　　35

陸軍輔親

醇鞘監∃

睡軍第一幕充難

海軍第一祐充兵穀

後手兵役10年

後者蛾5年

第一新兵削錘4醐(析召集120日)

第一幕克難1年第二肯充兵役1 1年4か月

第二♯克親12年4か月

第二揖民雄削7歳～40歳

第一国民機

業40歳まで

▽働き盛りの男性には大変な重荷だった

●ただ｢国民皆兵｣は建前､実際は運不運だった

▽徴兵検査に合格しても

必ず現役徴集されたわけではない

▽平和な時にはそんなに兵隊は要らない

まして軍栃の時代合格者の中から薮引きで

▽合格者の7割は入営しないで済んだ

▽社会保障の整っていない時代

兵隊に採られれば収入も仕事も失った

▽｢甲種合格を赤坂で祝った｣は表向きのこと

｢何とか徴兵を逃れたい｣と神頼みも

● ｢宇垣軍瀬｣は､運不運の兵役制度に､教練検定に合格

していれば必ず貰える特権､特典を盛り込んだ

▽昭和2年4月徴兵令に代わり　兵役法を制定

学生鹿遇の措置

中学以上の在学者は､ 27歳まで徴兵検査が延

期された｡卒業後､半年以内に次の学校に入る

のが条件で､徴兵逃れの受験浪人はダメ｡教練

合格者には､現役2年を半年短くして1年半｡入

営中の費用を自弁すれば幹部候補生を志願で

き､幹部候補生になれば現役は1年､高等専門

学校以上の学歴があれば10か月で除隊し予備

役少尉になれる｡2年が10か月で済むのだから

7　-

明治6年1月10日､徴兵令を公布し常備

軍制度を確立した｡明治憲法20条に｢日

本臣民ハ法律ノ定ムル所二従ヒ兵役ノ

義務ヲ有ス｣とあるように､戦前は義務

教育､納税と共に国民の三大義務｡拒否

すれば懲役3年以下の罪だった｡男子は

満20歳で徴兵検査を受け､体格､健康の

優れた者から甲種､第1乙､第2乙種まで

が､現役徴集される合格者｡丙種は近眼

など現役には向かないものの国民兵役

といって､いざという時に召集される

者｡そして兵役に適さない丁種不合格｡

昭和2年4月1日､兵役法に改正され､ 17

歳～40歳(柵18年1 1月45ま紅蓮影の全ての男

子に兵役の義務を課した｡兵役区分は､

常備兵役(現役､予備役)補充兵役(第1､

第2)国民兵役(第1､第2)の3種類｡

陸軍の場合､現役杖2年｡除隊しても予

備役5年4か月､後備役(鱗の予厳封10年の

兵役義務が続いた｡補充兵役は､現役に

適するが現役兵員定数不足の時の要員

で12年4か月｡第1国民兵役は､常備兵役

及び軍隊教育を受け補充兵役を終了し

た40歳までの者､第2国民兵役は17歳～

40歳で各兵役に含まれない者｡
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教練が必修でなかった大学生までが励んだ｡

先生を養成する師範学校は､短期現役兵とい

って7か月､教練合格者は5か月で除隊｡軍隊経

験のある先生をどんどん小学校に送り込み､

小学生のうちから軍事教育普及の狙い｡

●軍隊の外で学校教練､青年訓練を組液化
- r宇垣畢掻｣で青年訓練所が件られた一一一一一一

大正15年4月20日､ ｢青年訓練所令｣を公布｡小

学校卒業の16歳～20歳の勤労青少年を対象に

期間4年の定時制で､市町村の他大工場､鉱山､

商店も文部省の許可で設置できた｡

訓練内容は修身公民100時間､普通の学科200

時間､職業課程100時間に対して軍事教練には

400時間と半分もとっている｡教練の検定に合

格すれば､現役を半年短縮できた｡

● ｢宇垣軍鯨｣の其の狙いは､国家総動員体制の推進

▽大正1 5年1 0月　陸軍省に整備局を新設

動員編成の2課を設けて

兵隊動員兵器の整備だけでなく

産業の国家総動員も準備した

▽教練の特典により　現役兵の訓練期間は･

4分の1から半分小学校の先生なら5か月

▽その分徴兵検査合格者の徴集回転もよくなり

すぐ使える予備軍は急速に増え

戦時動員力を飛躍的に高めることに

▽国民の間には｢若者のゆるんだタガを引き締める

には､軍隊教育は絶好だ｣歓迎する声も

●日本の陸軍杖､山県有朋が作ったようなもの

▽徴兵令参謀本部軍人勅諭
｢軍部大臣現役武官制｣陸海軍大臣は

現役の大将･中将に限るという規定も山県

▽｢陸軍の大御所｣として君臨

陸軍大臣も1 3年間(槻31年～4僻)

桂太郎児玉源太郎寺内正毅と長州で教占

重要ポストも長州あるいはその系列で
-　8　-

宇垣日記(大正11年7月)

｢益々国民の国防精神を高揚し､国

防実力(国民の体力､財力､産業等)の

充実を図らねばならぬ｡即ち国民の

協同一致の精神､国家皆兵の精神､国

家総動員の精神の実現を図らねばな

らぬ｡軍備の縮小さるるだけ,其反対

に此精神は高潮せねはならぬ｣

-在群軍人会の細も強化-Ht･-.-.･t

軍隊の除隊者を在郷軍人と言ったが,

明治43年11月3日､陸軍省軍事課長田中

義一杖､その結集､組液化を狙って帝国

在郷軍人会を発足させた｡大正3年には

海軍軍人も加入したが､宇垣は14年､補

助金を出して規約を改正させ､在姉軍

人会が青年訓練所の教練を担当した｡

昭和の初めには会員300万人｡軍国思

想普及の先兵となり､新聞･雑誌が少し

でも陸軍批判をすれば､すぐ抗議運動･

不買運動を展開し､軍部の政治的勢力

拡萌の大圧力団体となった｡

社会の激変もあった

関東大震輿は､東京の江戸文化を破

壊しただけではなく､社会風俗にも

大きな変化をもたらした｡サラリー

マンは新しい住まいを郊外に求め､

私鉄のターミナル･ビルが造られ､シ

ョッピング･センターとなった｡代官

山や青山のアパートは､ ｢文化的アパ
ートメント｣を襲い文句に､行列がで

きるはどの人気だった｡

文化的な生活､西欧風のモダンな世

界への憧れが強くなった｡美容師､香

華婦､バス･ガール､電話交換手と､職

業婦人の進出も目覚ましかったし､

若い女性の外出着は洋装になった｡

その女性たちを引き付けたのが竹久

夢二措く､目の大きな､なで肩の痩せ

た女性､銀座資生堂の化粧品だった｡



●山県が健在なうちは､陸軍の統制はとれていた

▽山県の死(大正11年2月lB)と共に

長年の長州全盛･専横に対する急落が噴出

▽大正1 3年1月清浦内閣陸相人事をめぐり

陸軍中枢を真っ二つに割る派閥抗争が表面化

宇垣陸相は､こうして筆生したf-･.i.-仙川.･..;

第2次山本権兵衛内閣が虎ノ門事件(肺だった暗

和夫封恥大敗けさ蛇寄掛で総辞職すると､後継首相

清浦は田中陸相に留任を求めたが､田中は辞

退し､次官になったばかりの宇垣を推薦した｡

上原元帥にとって内閣交代は､長州から陸軍

の実権を奪う絶好のチャンス｡早速､清浦に長

崎県出身で上原派の福田雅太郎大将起用を申

し入れた｡これを聞いた田中は｢陸相人事は大

臣､参謀総長､教育総監の三長官一致の推薦を

要する｣とし､ ｢三長官会議で宇垣に決まった｣

と回答した｡上原に色よい返事をしていた清

浦も困り､田中にr上原と相談して三人の候補

を推薦して梗しい｡その中から自分が選ぶ｣｡

田中はこういうことにかけて柱策士だった｡

第一候補に福田､第二に福岡出身･上原派の尾

野実信(蜘･みのS)大将､第三に宇垣中将の名前

を書いて上原に届けた｡上原は｢第三の者(確の

こと)､こうした年少者は今後の政局を顧みて任

用しない方がよい｣との但し書きつけ､候補者

名簿を田中に返した｡

田中は,一番手の福田を外す絶好の材料を用

意していた｡ ｢甘粕事件｣一震災で不安､混乱

が増大し､ ｢朝鮮人が襲って来るぞ｣ ｢社会主義

者が暴動を起こす｣といったデマが飛び交い､

各地に在郷軍人会､青年団､消防団による自警

団が組織され､憲兵や警察も加わり､虐殺され

た朝鮮人は2600人を超えたといわれる｡

そんな中で､麹町意兵分隊長の甘粕正彦憲兵

大尉は9月16日､無政府主義者の大杉栄と妻の

伊藤野枝､ 6歳になる甥を憲兵隊に連行し虐殺

した｡新聞法｢陸軍の大汚辱｣と非難したが､陸

軍は､甘粕の個人的犯行として処理し､戒厳司

令官の福田大将を更迭しただけだった｡

田中杜｢そんな福田を大臣にすれば議会から
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大阪道頓堀でカフェーが流行し､そ

れが東京銀座に進出してカフェ⊥全

盛時代｡大正の新風俗であるモダン･

ガール､モダン･ボーイの｢モガ､モボ

の時代｣｡何となくふわふわした時代

に､危機感を感じていた国民もいた｡

竹久　夢二(た相さ･帥C)本名茂雄

明治17(1884)～昭和9(1934)岡山県生

まれ｡詩人･画家｡妻をモデルに､目の大

きな女性を描き夢二式美人画は明治末

から大正にかけて一世を風廃した

撞　太郎(わら･たろう)

弘化4(1847)～大正2(1913)長州藩出

身｡陸軍大将｡明治31年伊藤内閣陸相と

なり34年首相｡日英同盟を締結､日産戦

争を遂行した｡ 44年再び首相に就任､韓

国併合｡内大臣兼侍従長を経て大正1年

3度首札第1次善意連動で2か月で辞聴

児玉　源太郎(こだま･恥たろう)

嘉永5(1852) ～明治39(1906)周防徳山

藩出身｡陸軍大将｡台湾総督を経て明治

33年伊藤内閣陸相｡ 36年参謀次長｡日産

戦争で満州軍港参謀長として陸軍の作

戦を指導｡ 39年参謀総長｡在任中急死

寺内　正穀(てらうち･まきた拝)

嘉永5(1852)～大正8(1919)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡明治35年陸相｡ 43年

朝鮮捻督｡大正5年首相に就任しシベリ

ア出兵を強行､米廉動で捻辞職｡長男の

寿-は太平洋戦争の南方軍捻司令官

山本　権兵衛(やまもと･..+んぺえ)

嘉永5(1852)～暗和8(1933)薩摩藩出

身｡海軍大将｡明治31年山県内閣海相と

なり｢六六艦隊｣を整備｡大正2年首相に

就任､軍部大臣現役武官制を撤廃｡ 12年

再び首相になるも虎ノ門事件で辞我



攻撃されるの柱必至だ｣｡清浦のバックは貴族

院｡清浦も衆議院と波風を立てたくない｡そこ

で｢第一位をとらないなら､第二位の尾野大将

が頗当ではないか｣と言うと｢尾野には就任の

意思がない｡組閣が切迫している今､時間の無

駄である｣と強引に宇垣起用を迫った｡尾野は

最初から当て馬､上原のつけた但し書きには､
一言も触れなかった｡

上原と田中t宇垣の対立は

3人は､陸軍の重要な政策､方針にはスクラム

を組んで当たってきた｡

大正政変-明治天皇が亡くなり､元号が大正

に改まると､陸軍は強硬に2個師団増設を要求

した｡西園寺公望内閣に拒否され､上原陸相は

単独辞職,内閣を倒したが､この筋書きを書い

て実行させたのが､田中軍務局長､宇垣軍事課

長｡長州の桂が第3次内閣を組織すると､ ｢善政

擁善,閥族打破｣の第1次護憲運動が起こり､民

衆が国会を包臥桂内閣は総辞職したが､上原

は陸軍部内で｢よくやった｣と男を上げ､上原

の下に反長州派が結集､九州閥を作っていく｡

シベリア出兵-大正7年8月､出兵を強行した

のも上原参謀総長､田中次長､宇垣作戦部長だ

った｡ところが田中が原内閣陸相になると､兵

力削減､撤兵論に転じ､上原と再三衝突した｡

この対立が､山県の死と共に田中の流れを汲

む字垣と上原との対立となり､上原が｢宇垣軍

縮｣に反対したのも､出発点はここにあった｡

●清浦内閣杜大正1 3年1月7日スタートしたが･･･

▽組閣中から第2次善意運動

倒閣の嵐に揺さ振られることになった

宇壇日記(大正13年1月6日)

｢このような時代錯誤内閣､短命を予見せら

れし内閣に入るのは､余個人としては迷惑至

極にして辞退せんと欲せしも･･･利害の外に超

越し犠牲的精神を基礎として､入閣を承諾す｣

-　10

兼波　大助(払かかすFl)

明治32 (1899) ～大正13(1924)山口県議

会議員の家に生まれる｡大正8年上京し

貧民窟の実情を見て､無政府主義者に｡

12年12月27日に虎ノ門付近で摂政宮を

狙撃｡未遂に終わったが､その場で逮捕

され､大逆罪で死刑判決｡ 2日後に執行

福田　雅太郎(ふくだ･まきたろう)

慶応2 (1866) ～昭和7 (1932)肥前大村藩

出身｡陸軍大将｡参謀次長､台湾軍司令

官｡関東大震災で､戒厳司令官として治

安対策に当たる｡昭和5年枢密顧問官

甘粕　正彦(高まかす･まきひこ)

明治24 (1891) ～昭和20 (1945)宮城県生

まれ｡大正12年8月惹兵大尉の時に蓮町

意兵分隊長｡直後の関東大震災で､大杉

栄夫妻ら3人を殺害､軍法会議で悪役10

年の判決を受けた｡ 15年仮釈放となり､

満州に渡って満州国建国に協力､ ｢協和

会｣を括成し中央本部総務部長｡昭和14

年満州映画協会理事長｡敗戦で自決

大杉　栄(も研ぎ･さかえ)

明治18(1885) ～大正12 (1923)香川県生

まれ｡無政府主義者｡軍人の家に育った

が､名古屋陸軍幼年学校を放校され､東

京外語学校卒｡大正3年｢平民新聞｣を発

刊､ 9年日本社会主義同盟発起人となり

12年パリ･メーデーで演説｡国外追放さ

れ帰国後､甘粕大尉により殺害された

西園寺　公望(さ恥払C･きんもち)

嘉永2 (1849) ～昭和15(1940)京都生ま

れ､九清華家の出｡文相､枢密院議長｡明

治36年政友会総裁｡ 39年首相｡ 44年再度

首相の時､陸軍の2個師団増設要求を拒

否､陸相辞職で総辞職｡バリ講和会議全

権を務め国際協調に努める.山県死後､

最後の元老として後継首相を奏請
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▽清浦は下馬評に名前が挙がると新聞記者に
｢自分は七十五歳だ｡そんな老人が内常を組鼓す

るのは時代錯誤だ｡自分はそれほど葦橡してい

ない｣ところが組閣の大命を受けると
｢勅命とあらば最善の努力をする｣

∇外相陸海軍大臣以外は全て貴族院議員

政界言論界は｢特権内閣だ｣と反発した

∇元老西園寺が清浦を後継首相に推薦したのは
･衆議院議員の任期が5月に切れ

どの政党にも属さない清浦の手で

公正な選挙をやらせたかった
･皇太子裕仁親王と久遷宮良子女王の

ご成婚式が1月26日に迫っていた

この祝典が政争などで混乱しないよう

平穏に行ないたいと考えた

●政友会､意政会､革新倶楽部は1 0日､車恵三派連合

を結成､ ｢清浦内賄打倒｣の火の手を挙げた

▽政友会は清浦支持派1 4 9名が脱党

政友本党を結成して分裂したが

かえって護憲運動を強化させることに

▽1 8日には三党首会談

高橋是清(舷劫加藤高明(敵i)犬養毅(鞠脚)
｢意政の本義に則り政党内閣の確立を期する｣

将来も一致した行動をとると約束した

●総選挙は5月1 0日に行われた

高林の捨選挙に賭けた決意

江戸生まれの高橋は､総選挙に出馬するため

男爵を返上､原敬の遺志を継ごうと､原の故郷

盛岡を選挙区とした｡政府も､三重県知事田子
-民を退官させて政友本党から出馬させ一騎

打ちとなったが､高橋を落とそうと､盛岡出身

の官吏60人を旅費は官費持ちで帰郷させ田子

に1票入れさせたという｡制限選挙で小選挙区

制｡ 60票の移動は大きかったが､高橋859票､田

子810票で､高橋49票差の勝利となった｡

▽善意三派の大勝利

2 8､6議席を獲得(雑46鳩席)憲政会が第1党に
-　11　-

一宇垣の人間的な欠陥

宇垣の陸軍での出世は､田中の引き

立てなしには考えられないものだっ

たが､日記に｢全ては自分の実力であ

る｣田中についても｢上原一派の侵入

を阻止するために自分を利用して軍

部での地位を守ろうとしたのだ｣｢利

己本位で思ったより小さな男だ｣

字垣は昭和12年1月に組閣の大命を

受けた｡しかし､目をかけた部下から

陸相就任を断られ､ ｢軍部大臣現役武

官制｣の規定に縛られて､陸相を得ら

れぬまま組閣断念に追い込まれた｡

犬養　毅(払組め･つよし)

安政2 (1855) ～昭和7 (1932)岡山県生ま

れ｡号を木堂｡明治23年､第1回捻選挙以

来当選18回｡第1次大隈内閣文相を建て

国民党､革新倶楽部を率いて護恵連動､

普選運動の先頭に立つ｡文相､逓信相を

歴任､大正14年政界引退を表明したが､

昭和4年政友会稔裁｡ 6年首相となり､満

州事変後の政局に対処するも､五･一五

事件で暗殺される

衆議院は解散された

1月30日､意政擁護関西大会が開かれ､

その帰途､愛知県一宮で3党首の乗った

列車が線路に並べた枕木に乗り上げる

列車妨害事件があった｡翌日､衆院で緊

急質問が行われ､鉄道相が登壊す呈;&･,I-.

猛烈な野次で立往生｡清浦が｢只今･･･只

今｣と発言しかけたところへ､院外団員

2人がわめきながら演壇目がけて殺到｡

議事不能となって議長は職権で休憩を

宣言､衆院はそのまま解散された｡

首相が施政方針演説も出来ず､速記録

に4文字を残しただけで退陣｡日本の議

会史上の珍事だった｡



-清浦は西庫寺に辞意を伝えた-I-.･-..--日.･.･･

｢胸中光風葬月の如し｣と心境を語り｢近く辞

表を出すつもりだ｣｡光風は雨上りに輝く草木

の上を渡る風､弄月は雨上りに出る月のこと｡

何のわだかまりもないという意味だが､本音

は､西園寺の慰留を期待したものだった｡しか

し西園寺から｢辞める以上は､まず早きがよか

らん｣と宣告され､6月7日総辞職した｡

▽勅使が後継首相について御下問を伝えると

西園寺は議会第1党となった憲政会の
｢加藤高明子爵然る可き｣と即答した

▽異例なことで普通なら
｢いずれ考慮の上奉答仕る可き｣と答えて

内大臣などと協議の上奉答するのが慣例

▽西園寺はこの機会に

政党内閣制度確立に一段と

強固な基礎を作りたいと考えていたのだ

●6月1 1日､加藤高明を首相に善意三派連立内鞠

▽第2次善意運動は
｢政党内閣時代の到来｣大きな時代転換

▽日本の内閣史上初めて

総選挙で勝利した第一党の党首が政権を担当

五･一五事件(柵7年)で犬養首相暗殺まで

8年近く　政党内閣制二大政党の党首が

交互に内閣を組織する慣例ができた

●功罪両面を併せ持った加藤内閣

▽普通選挙法(轍)を最優先の政治課題とした

普圭法成立までに

法案を枢密院(帽酢の憩鴫高郷)に諮ると､次

々と修正意見が出た｡ ｢25歳以上の男子に選挙

権･被選挙権｣を｢被選挙権柱30歳以上にしろ｣
-これは妥協したが､ ｢他人の救助を受ける

者を除外しろ｣と主張する｡ロシア革命で共産

主義や社会主義思想の影響を受けやすい学生

排除が狙いで､ ｢弟の仕送りを受けている者は

資格がない｣｡内務大臣の若槻礼次邸は盲腸炎

で療む腹を抑え､車で枢密顧問官を戸別訪問､
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田子　一民(たご･鴨みん)

明治14 (1881) ～昭和38 (1963)岩手県生

まれ｡大正12年三重県知事｡ 13年退官し

総選挙に出馬したが､高橋に敗れる｡昭

和3年の選挙に当選､当選9回｡ 16年衆院

議長｡戦後政界に復帰し､ 27年吉田内閣

農相｡全国社会福祉協議会会長

普選法を求める大きなうねり

普通選挙とは､身分･教養･財産によっ

て制限を設けず､一定の年齢に達した

者全員が､平等に選挙権･被選挙権を有

する制度｡明治23年の第1回総選挙では

直接国税15円以上を納めた25歳以上が

有権者｡その数わずか45万､人口の1. 14

%に過ぎなかった.

納税額は10円､3円と下げられたが､大

地主､高級官僚､高級サラリーマンに限

られ､憲政会など野党は､政友会の長期

政権打破のため｢普選法｣をスローガン

とした｡大正12年2月23日､芝公園で3万

人を集めた国民大会の熱気を新聞はこ

う伝えている｡ ｢正一時となるや四方に

起る爆竹の音を出発の合図となし∴旗

振りながら万歳々々を連呼して徐々に

出発し始めた｡一番先頭には尾崎行雄､

古島一雄､三木武吉の三名が自動車に

乗って案内役を務め､ r万機公論j r普遵

即行jの二大旗が後へ従ひ､楽隊の音楽

勇ましく､普選を天まで届けといはん

ばかりに行進した｡先頭が新橋駅に来

た頃､最後部は漸く芝公園の会場を発

した程で､実に空前の長蛇の行列｣

尾崎　行雄(もぎき･拒8)

安政5(1858)～昭和29(1954)神奈川県

生まれ｡号を尊堂｡明治23年から昭和27

年まで衆院議員連続当選25回｡法相､東

京市長歴任｡大正政変で桂内閣を弾劾､

｢憲政の神様｣と称された｡普選運動の

先頭に立ち､昭和28年名誉議員の称号

】

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

:

ニ

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

【



説得して回った｡議長浜尾新､副議長一木善徳

部が好意的で｢救助を救他にしてはどうか｣と

言う｡辞典には｢救触法困っている人を救い恵

むこと｣｡ ｢親が子を育てるのは当然の義務で､

救牡とは言わない｣となり､ ｢救他｣にした修正

案は14年2月20日､枢密院で可決された｡

まだ貴族院の難関が待ち構えていた｡ここで

また､ ｢救他｣が｢救助｣へと元に戻されたが､両

院協議会で妥協が成立､普選法成立は3月29日

だった｡問題の｢救他｣は｢貧困二因り生活ノ為

メ公私ノ援助ヲ受クル者｣と､ ｢貧困｣の表現を

加えることで｢救他｣と同じ意味合いにした｡

衆院で貴族院要求に譲ったのは､一定の居住

期間6か月を1か年にしたこと､華族は貴族院

に議席があるため､戸主の選挙権･被選挙権を

認めないことにした､この2点だった｡

▽有権者は一挙に4倍1240万人に

政党内閣時代と共に　日本の民主化への

第一歩となる杖ずだったが･･･

●治安維持法が普選法成立の1 0日前､3月1 9日に

制定されていた

▽枢密院で可決の際付帯決議　r教育の普及と思想

の善導､国内行政の取締を充分にし､普選実施後

の対策に漣憾なからしむること｣

▽政府に普選法を認める代わりに
｢危険思想は厳重に取り締まれ｣と要求した

治安推持法(大正14如月22日鯛)

国体変革､私有財産制度の否認を目的とした

結社､運動を禁止し､達反した者には10年以下

の懲役また禁固｡昭和3年田中内鞠の時に改正

され, ｢国体変革｣の罪に柱死刑を適用した｡

▽読売新聞はr愈々我られた治安法の大アミ

最初に何が引っかかる?｣

∇最後まで反対した星島二郎清瀬-撒く神妙は
｢こんな悪法が通ったら､日本はそれまでだ｣

▽｢暗い時代｣の始まり何でも　これで引っかけ

言論皐圧思想弾圧の`武器に
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古島　一雄(こは･かす8)

慶応1 (1865)～昭和27 (1952)兵庫県生

まれ｡号を一念｡新聞記者を経て明治44

年衆院議員｡当選6回｡国民党､革新倶楽

部に属し､犬養の懐刀として活鼠昭和

7年勅選貴族院議員｡戦後自由党捻裁鳩

山一郎の公聴追放で後任に推されたが

吉田茂を推薦し､その師範役を務めた

三木　武吉(みき･ふきも)

明治17 (1884) ～昭和31 (1956)香川県生

まれ｡弁護士を経て大正6年衆院議員に

当選｡憲政会に属し､野次将軍といわれ

た｡東京市議､報知新聞社長を蓮て翼賛

選挙(柵17年)に非推薦で当選｡戦後21年

の捻選挙に当選､衆院議長に就任直前､

公聴追放｡ 26年解除後に自由党に復帰､

河野一郎らと日本自由党を結成して反

吉田｢八人の侍｣として活躍､ 29年念廉

の鳩山内閣樹立を果たした

若枝　礼次郎(わわき･恥じろう)

慶応2 (1865) ～昭和24(1949)松江藩出

身｡桂･大隈内閣蔵相を経て大正13年加

藤高明内牌内相｡普選法､治安鮭持法を

制定｡ 15年加藤死去で首相に就任､昭和

2年金融恐慌で辞聴｡ 6年に浜口首相が

死去､再び首相になるも満州事変勃発､

8か月で辞職｡戦争末期には重臣として

和平派の立場｡著にr古風庵回蕪録｣

浜尾　薪Oiま8･あらt)

嘉永2(1849) ～大正14(1925)兵庫県豊

岡藩出身｡明治26年末大総長｡松方内閣

文相を経て44年枢密薪間宮､東宮大夫

一木　書達郎(鴫き･きとくろう)

慶応3(1867)～昭和19(1944)掛川薄出

身｡大隈内閣内相､文相を歴任､大正6年

枢密顧問官｡ 13年副議長､昭和9年議長



●陸軍上層部が派閥抗争に鏡を削っている間に､ ｢陸大

開｣が生まれていた

▽昭和日本を支乾した陸軍軍閥の実体は陸大開

満州事変を起こしたのも支那事変

太平洋戦争へと戦火を広げたのも陸大出身者

陸軍大学校

参謀将校養成のため､明治16年4月12日､日本

陸軍の最高学府として市ヶ谷に開校｡ 18年､ド

イツからメッケル少佐を招き､日清･日産戦争

で活躍した参謀は,みんなその教え子だった｡

受験資格は､陸士卒業後2年以上部隊勤務をし

た少壮少尉､中尉に限られ､合格者は毎年40-

60人､陸士各期の1割程度という狭き門｡成凄

庫秀者には恩賜の軍刀が授けられた｡

陸軍省､参謀本部､教育総監部の部･課長柱全

員が陸大出｡職務権限を握った者が､横に連絡

を取り合い､スクラムを組んだのだから､陸軍

を動かす大きな力を持った｡

rバーデン･バーデンの密約｣

大正10年10月27日､南ドイツの温泉保養地バ
ーデン･バーデンに陸士16期の｢三羽烏｣､永田

鉄山､小畑敏四郎､岡村寧次と､軍刀組の3少佐

が集まった｡日本にいた時は､土曜の夜といえ

ば誰かの家に集まり､勉強会を開いていた仲｡

ロシア公使餌付武官武官になった小畑が革命

でロシアに入れずベルリンに留まっていると

ころへ､ヨーロッパ出事を命じられた岡村が

やって来た｡スイスには､公使餌付武官の永田

がいる｡久しぶりに会おうとなった｡

大戦後のヨーロッパを見て､戦争が国家のあ

らゆる資源を動員しての捻動員戦争になって

いることを､実感していた｡日本もそうした戦

争に､勝ち抜ける体制を作らなければダメだ｡

それには､第一に陸軍を改革すること｡派閥の

解消､つまり長州閥を打破し人事を刷新する｡

ライブチッヒに柱17期の東条英横が留学して

いる｡東条も入れようとなって､岡村が翌日東

条を訪ね､同志結集の盟釣が出来上がった｡
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星島　二郎(臥じま･じろう)

明治20 (1887) ～昭和55 (1980)岡山県生

まれ｡弁蕃士から政界入りし大正9年以

来衆院連続当選17回｡革新倶楽部､政友

会に属し､戦後は吉田内閣商工相､国務

相を務め､昭和33年衆院議長

済兼　一郎(きよせ･鴨ろう)

明治17 (1884) ～昭和42 (1967)兵庫県生

まれ｡弁藩士から政界入りし､衆院当選

戦前8回､戦後6回｡治安維持法に反対し

昭和3年衆院副議長｡戦後東京裁判で東

条の主任弁護人｡改進党幹事長､鳩山内

閣文相を歴任し､ 35年衆院議長

メッケル(削e皿enS Yilhel皿Heckel)

1842-1906ドイツ陸軍少将｡明治18年

少佐の時､陸軍に招かれ来日し､軍制近

代化を指導した｡21年帰国

永田　鉄山くびた･てつ弘)

明治17 (1884) ～昭和10 (1935)長野県生

まれ｡陸軍少将｡大正2年ドイツ留学｡ 10

年スイス公使館付武官｡ 13年陸大教官｡

陸軍省初代動員課長､軍事課長を歴任､

昭和9年軍務局長となり､総動員体制の

基礎を作る｡統制派の中心と目され､皇

道派相沢中佐に殺害される｡死後中将

小畑　故四郎(舷･とししろう)

明治18(1885) ～昭和22 (1947)高知県生

まれ｡陸軍中将｡大正4年ロシア駐在｡ロ

シア大使館付武官､参謀本部部長､陸大

校長を歴任｡二･二六事件後に皇道派と

して予備役｡戦後､東久遠内閣国務相

岡村　辛次(抄むら･やすじ)

明治17 (1884) ～昭和41 (1966)東京生ま

れ｡陸軍大将｡関東軍参謀副長､参謀本

部部長を経て､昭和13年第11軍司令官､

19年支部派遣軍総司令官



-陸軍で偉くなるには- -･･-.=-----･･-,.,i..--･

r一天､二義､三敬礼､四馬鹿｣ -陸大卒業生

は胸に天保銭(江戸軸蘇雛牝揮っ絹鉛に似た､細長

い楕円形の徽章をつけていた｡それで､まず陸

大卒であること｡その徽章をつけていない者､

士官学校しか出ていない者を｢無天敵｣と言っ

たが､片や将軍は確実というのに､ ｢無天組｣は

ほとんどが部隊勤務､田舎回り｡連隊長になれ

ればいい方で､大抵が大佐､中佐止まり｡

陸大を出るか出ないで､陸軍での一生が決ま

ってしまうのだから､｢無天敵｣は､図表などを

作って説明する器用さを身につけるか､規律

正しい敬礼をして上官を喜ばせる｡それも出

来なければ､間違っても上官を批判したりし

ないで､愚直に徹しろ､というのだ｡

●長州閥打破は､陸大から長州を締め出すことから

∇相次いで陸大教官になった4人は

1次の筆記試験で良い成寮をとっていても

それが長州だと　2次の教官面接で

ぐんと悪い点数をつけ落としてしまう

▽この後長州というだけで

陸大に入れない時代が何年も続いた

●｢二葉会｣から｢一夕会｣ (むせ漁払)へ

▽永田たちは陸士1 5期～1 8期の同志

2 0人ほどを集め国策研究会｢二葉会｣を結成

▽満蒙問題を話し合うようになったのは

張作東爆殺事件佃細年6月4日)を起こす

1 5期の河本大作大佐が加入してから

▽昭和4年5月1 9日｢木曜会J(20期以B)と合体

会員4 2人を擁するr一夕会｣となった

大きな特苛があった

①全員が陸大出､それも優秀な成簾で卒業し

た者ばかり②幼年学校出身者で固めたこと｡

｢一夕会｣には中学出は3人だけ③陸軍省､参謀

本部､教育捻監部勤務と､エリート中のエリー

トを集めた④長州出身が1人もいなかった｡
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相沢　三郎(掛ぎわ･さぶろう)

明治22 (1889) ～昭和11 (1936)宮城県生

まれ｡陸軍中佐｡歩兵第5連隊(嶺)大隊

長のとき皇道派青年将校の影響を受け

熱狂的な同志に｡其崎教育捻監罷免に

憤激､永田軍務局長を斬殺し銃殺刑

東条　英機(とうじょう･ひでき)

明治17 (1884) ～昭和23 (1948)東京生ま

れ｡陸軍大将｡陸軍次官､航空捻監歴任｡

昭和15年近衛内閣陸相となり中国撤兵

に反対､ 16年10月陸相兼任のまま首相｡

19年2月参謀捻長も兼務したが7月サイ

パン陥落で捻辞聴｡戦後､拳鏡自決を図

ったが未遂｡東京裁判で絞首刑に

東条　英薮(とうじょう･ひで桝)

安政2 (1855) ～大正2 (1913)盛岡南部藩

出身｡陸軍中将｡英機の父｡明治16年､陸

大に入りドイツ人教官メッケルの揖導

を受けドイツに留学｡陸大教官､旅団長

を歴任し､中将に名誉進級して予備役｡

以後は兵学書の著述に助む

｢一東条にはr親の仇を討つ｣ --　｢

堀毛-麿が動員課勤務になった時､

課長が東条で｢長州閥打破には､あれ

が一番いい方法だった｣

父英教はメッケルの教え子で､戦史

研究の第一人者といわれたが性格が
一本気なため長州の寺内正毅陸相に

嫌われた｡日産戦争で第8旅団長とし

て出征したが､間もなく病気帰国｡戦

後､朝鮮京城守備の旅団長の時､駐屯

軍司令官が長州の長谷川好運大将だ

った｡夜な夜な花街で遊び､芸者を官

舎にに囲った｡英数が面苗すると､名

目は病気で帰国させられた｡大正2年

失意のうちに病死した｡

青年将校英機には､人一倍｢長州増

し｣の気持が強かったのだろう｡日産



陸軍幼年学校

明治3年兵学寮内に設置された幼年学舎が前

身で､ 5年6月幼年学校が設立された｡一般の中

等教育が未整備だったため､前年､フランスか

ら軍事顧問団を招聴したのを横会に授業は全

て仏人教官により､フランス碧で行なわれた｡

29年5月､全国6都市(鯨､大臥名古乱脈､広島､廉i)に

地方幼年学校が設立され､ 3年で卒業後に中央

幼年学校(鯨､舶2年)に進むことになったが､こ

の時地方幼年学校の入校年齢が13歳に下げら

れ､中学1､2年修了が受験資格となった｡

地方幼年学校の設立趣旨に｢軍人精神は一朝
一夕に能く養成すべきにあらず､宜しく幼少

児童より多年の清養薫陶を経て遂に第二の天

成となり其素養の深且連なる始めて此精神を

発揚すべし｣ -こう番っているように､13､4

歳から共同の寄宿舎生活で軍人教育を受けて

いるため､団結心が強い代わりに排他意叢も

強く､中学4､5年から陸士に入ってくる者に､

｢自分たちは陸軍本流だ｡中学出は促成教育の

将校だ｣と､見下す意譲があったようだ｡

●｢一夕会｣は第一回会合で､ 3項目の決議をした

▽｢第一に､陸軍の人事を刷新して諸政策を強く進め

ること｡第二に､満蒙問題の解決に重点を置く｡

第三に､荒木貞夫､其崎甚三臥林銑十部の三将

軍を守り立てながら､正しい陸軍を建て直す｣

共に稔動旦体制を日清したのに･･･

宇垣が大正15年10月,陸軍省に整備局を新設

した時､初代動員課長壮永田｡それでいて字垣

が｢一夕会｣から捗斥されたのは､田中義一の

長州閥の跡目を継いだと見赦されたから｡
｢一夕会｣は､宇垣体制の中で孤立している荒

木､真崎､林を陸軍中央の要俄につけようと動

くが､やがて荒木陸相､其崎教育総監の皇道派

全盛時代を迎える｡ ｢一夕会｣も永田､小畑の主

導権争いから分裂し､統制派･皇道派の対立と

なって､二･二六事件につながることになる｡
-_I_____　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~~
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圭戦争の病気帰国は作戦指揮が消極的妻

…でロシア軍撃破のチャンスを逃したi

毒のが､左遷の理由だったといわれる弓
:　　　　　　　　-____　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HJ

長谷川　好適(加助･よし妨)

嘉永3(1850)～大正13(1924)長州藩出

身｡陸軍大将･元帥｡近衛師団長､韓国駐

屯軍司令官歴任｡明治45年参謀捻長｡大

正5年第2代朝鮮総督となって武断統治

を行い､激しい蛙に会って8年辞任

張作書(ちょう･さくりh)

1873-1928満州軍閥の首領｡大正5年､

奉天督軍兼省長となり満州を支配｡9年

以降中央に進出､昭和2年大元帥になっ

て北京政府の実権を掌握した｡しかし､

蒋介石揖拝の革命軍の北上により北京

を退去､その帰途､河本大作大佐に奉天

付近で列車もろとも爆殺された

河本　大作(こうもと･かさく)

明治16 (1883) ～昭和30 (1955)兵庫県生

まれ｡陸軍大佐｡大正15年関東軍高級参

謀となり､昭和4年事件秦爆殺事件首謀

者として停職処分を受け､翌年予備役｡

7年満鉄理事｡ 18年から山西省太原の山

西産業社長｡ 24年中国共産軍に捕われ､

戦犯容疑で拘置中に病死

荒木　貞夫(あらき･さ瑞)

明治10 (1877)～昭和41 (1966)東京生ま

れ｡陸軍大将｡第1次大戦中､ロシア軍従

軍武官をしてロシア通として知られ､′

第6師団長など歴任し昭和6年犬養内閣

陸相｡斎藤内閣にも留任､陸軍中枢を自

派で固めた｡精神主義､反共主義的言動

から､皇道派青年将校から期待された｡

二･二六事件で予備役｡第1次近衛内閣

文相となり､軍国主義教育を推進｡東京

裁判で終身刑｡病気で29年仮釈放
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∫ ●｢一夕会｣は､陸軍の重要ポストを握って会の目標を

達成しようとした

▽岡村が昭和4年8月補任課長(大願下の人熊軸る)に

満蒙武力解決の路線が敷かれていった

▽満州事変勃発時｢一夕会｣会員のポスト
･陸軍省-軍事課長永田

･参謀本部-動員課長東条

庶務課庶務班長牟田口廉也

作戦課兵姑班長武藤章
･関東軍-高級参謀板垣征四郎

作戦参謀石原莞爾

奉天特務機関長土肥原賢二

●出先の軍隊が勝手に火を点けて壌ぎを起こし､拡大

して行く一戦争へと引っ集った罪は陸大圏

▽エリート選抜システムに大きな欠陥

▽陸軍中枢に進むには陸大ルートしかなかった

結束も強い代わり　身内同士のかばい合い

▽張作森爆殺事件で河本大佐の軍法会議に
｢二葉会｣は白川陸相を突き上げ強硬に反対

▽天皇に関係者の処罰を約束した田中首相は

天皇から叱責され内陣稔辞職に追い込まれた

∇河本を厳正に処罰していたら

満州事変も陸軍暴走も防げていたろう

▽幕僚の越権行為を一度見逃したことが
｢陸軍下勉上｣の悪連鎖となっていった

●数少ないエリートだったため､失敗しても責任を問

われず､またカムバックする無責任体制を生む

ノモンハン事件

日本軍は昭和14年5月から8月にかけ､満蒙国

境ノモンハンでソ連軍と激突､大敗した｡関東

軍作戦班長が服部卓四郎､作戦参謀辻政信で､

2人とも陸大の軍刀組｡ソ連戦力を過小評価､

些細な外モンゴル騎兵の越境事件を戦争に拡

大させた2人の責任が一番大きかったが､一時

的に左遷されただけ｡敗戦は､第一線部隊長の

指揮のますぎ､敢闘精神不足にあるとして3人

に自決を強要し､責任をとらせた｡

太平洋戦争開戦で服部は参謀本部作戦課長､
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真崎　甚三郎くまぎき･Cんぎぶろう)

明治9(1877) ～昭和41 (1966)佐賀県生

まれ｡陸軍大将｡参謀次長などを歴て昭

和9年教育稔監｡皇道派による事件が続

出し10年7月更迭｡以後､統制･皇道両派

の対立が激化｡二･二六事件の関係者と

して軍法会議にかけられたが無罪に

林　鼓十郎(齢いせhGすうろう)

明治9(1876)～昭和18(1953)石川県生

まれ｡陸軍大将｡昭和5年朝鮮軍司令官｡

満州事変勃発で､独断l個旅団を満州に

派遣し越境問題を起こす｡ 9年斎藤内閣

陸相｡岡田内閣にも留任し､真崎稔藍を

更迭して二･二六事件の端緒となる｡ 12

年首相に就任したが､7か月で辞載

牟田口　廉也(舵(ち･帖や)

明治21 (1888) ～昭和41 (1966)佐賀県生

まれ｡陸軍中将｡慮溝頼事件の時の支那

駐屯軍歩兵第1連隊長｡昭和18年第15軍

司令官となり､インパール作戦を強行､

多数の餓死･病死者を出した｡予備役に

編入後､ 20年召集､予科士官学校長に

武藤　章(むとう･あきら)

明治25 (1892) ～昭和23 (1948)熊本県生

まれ｡陸軍中将｡昭和12年参謀本部作戦

課長｡虚溝橋事件で武力解決を主事｡ 14

年軍務局長となり､近衛内閣樹立､日独

伊三国同盟締結､大政翼賛会を主導｡近

衛第2師団長を経て､ 19年比島の第14方

面軍参謀長｡東京裁判で絞首刑に

板垣　征四郎(hた歩き･せ帆ろう)

明治18(1885) ～昭和23 (1948)岩手県生

まれ｡陸軍大将｡昭和4年関東軍高級参

謀となり､満州事変を起こす｡ 13年近衛

内閣陸相｡朝鮮軍司令官､第17､第7方面

軍司令官を歴任｡東京裁判で絞首刑に



辻は作戦班長｡ ｢あいつらは出来る｣と､再び中

心ポストに座るのでは､ ｢敗戦は圧倒的な火力

の差｣という教訓は生かされず､ガダルカナル

戦でも同じ轍を踏むことになる｡

-陸大システム欠陥の典型･富永恭次･.･･･-暮t････

昭和15年9月､日本軍の北部仏印進駐の際､

仏印捻菅と平和進駐で話し合いがついていた

のに､現地で作戦指導に当たっていた富永(織

棉偶沸勘は独断武力進駐を強行した.平和進駐

では､手柄にならず､物資調達に使う軍票も使

えない｡一旦左遷されたが､すぐ陸軍省人事局

長､東条の腹心として18年3月には次官に｡

東条失脚で第4航空軍司令官(比勘に転出した

が､特攻横が出撃する際､新聞やニュース映画

には軍刀を振るって見送る富永の姿が見られ

た｡ ｢君たちだけを死なせない｡俺も後から行

く｣と言っていたのに､米軍の本格的な比島攻

撃が始まる直前､突然首に包帯を巻き､ ｢病気｣

と称して自分だけ台湾へ逃亡してしまった｡

明らかな敵前逃亡､陸軍刑法では死刑に当た

る罪だが､陸軍柱待命･予備役にしただけだっ

た｡結局は人がいないということで､敗戦直前

の20年7月､満州の第139師団長に召集され､30

年までシベリアに抑留されることになる｡

●陸大教育にも欠陥があった

▽実戦にすぐ役立つ参謀教育を重視したため

戦略･戦術69%戦史24%参謀要務7%

政治に関しては何も教えていなかった

▽軍事は政治･外交と密接に結びついている

∇第一次大戦で帝国主義が否定され

国際紛争解決の場として国際連盟が設立

∇国際政治の流れは常に教えなければい叶ないし

大局的なものの見方を育てるべきだった

▽陸大では妥協排斥をよしとした

▽政治も外交も妥協

話し合いの中に妥協点を見つけ

平和的解決に持って行くのが政治
-　18　-

石原　莞育(帆柱ら･恥じ)

明治22 (1889) ～昭和24 (1949)山形県生

まれ｡陸軍中将｡昭和3年関東軍参謀､満

州事変を起こす｡参謀本部作戦課長､作

戦部長を歴任､支那事変不拡大を主張｡

12年9月関東軍参謀副長に転出､参謀長

の東条と対立し､ 19年予備役｡翌年立命

館大教授となり東亜連盟運動を指導

土肥原　章二くど姐ら･恥じ)

明治16 (1883) ～昭和23 (1948)岡山県生

まれ｡陸軍大将｡昭和6年､奉天特務機関

長となり満州国建国など関東軍の政治

謀略部門を担当した｡航空捻藍､教育総

監などを歴任｡東京裁判で処刑された

服部　卓四部(柱っとり･たくしろう)

明治34 (1901) ～昭和35 (1960)山形県生

まれ｡陸軍大佐｡一貫して作戦畑を歩み

ノモンハン事件では関東軍作戦班長｡

昭和16年7月参謀本部作戦課長となり､

太平洋戦争の主要作戦を指導｡ガダル

カナル敗戦で陸相秘書官に転出したが

18年10月作戦課長に再任｡戦後､厚生省

復員局資料整理部長として戦史資料の

整理に当たる｡著に｢大東亜戦争全史｣

辻　政信(つt;･まさのぶ)

明治35 (1902) ～昭和43(1968)?石川県

生まれ｡陸軍大佐｡昭和12年関東軍参謀

となりノモンハン事件で強硬論を主萌

し､敗北を招く｡太平洋戦争では第25軍

参謀としてシンガポール攻略に当たり

華僑虐殺の責任者といわれる｡参謀本

部作戦班長に戻りガダルカナル戦を指

導｡バンコクで終戦を迎えたが､戦犯逮

捕を避けるため地下に潜行して23年帰

国｡逃走記録｢潜行三千里｣はベスト･セ

ラーに｡ 27年衆院議員､ 34年参院議員｡

36年東南アジア旅行中にラオスで行方

不明となり､43年死亡宣告
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●陸大開-幼年学校間の弊害も出てきた

▽幼年学校の語学はフランスドイツロシア語

ドイツ崇拝､英米軽視

陸大卒業生のうち成簾優秀な1割梗どが諸外

国に派遣されたが､ドイツが150人と圧倒的に

多く､フランス90人､ソ連80人に対しイギリス

は55人､アメリカに至っては40人と､アメリカ

に極めて薄い海外駐在システムとなった.

太平洋戦争開戦時の参謀本部で､田中新一作

戦部長はソ連､ドイツ､服部作戦課長はフラン

ス､辻は海外経験なし｡アメリカと戦争をする

となった時､陸軍中枢に､その国力をよく知っ

ている者がほとんどいない結果になった｡

昭和天皇も措漬されていた

昭和13年7月5日､板垣征四郎陸相に質問され

ている｡畑俊六侍従武官長の日誌によると｢陸

軍の下遡上,陸軍がすべて物事を主観的に見

る伝統のあること､ひいては幼年学校の要否､

その教育の不備等々に開し種々御意見あり｣

畑は翌日､天皇の真意を確かめたが､ ｢ひっき

ょう陸軍の教育があまりに主観的にして客観

的に物を観んとせず､元来､幼年学校の教育が

すこぶる偏しある結果にして､これドイツ流

の教育の結果にして､手段を選ばず独断専行

をはき違えたる教育の外ならず｣

●捻力戦体制作りは､世界の指導者の常識に

▽宇垣陸大開が考えたような軍事優先

軍部に都合のいい体制作りではダメ

▽フランス首相クレマンソー(1841-1929)は

r戦争､そんな大事なことを､

軍人なんかに任せておけるか｣

▽捻力戦なればこそ外交はますます重要に

まず戦争をしないで済む努力が必要

政治経済社会に　目寵りし

調節して行かなければならない

▽それは政治が軍事をリードして

初めで'出来ることだった
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富永　恭次(と8W･きょうじ)

明治25 (1892) ～昭和35 (1960)長崎県生

まれ｡陸軍中将｡参謀本部作戦部長を経

て昭和18年陸軍次官｡ 19年第4航空軍司

令官｡予備役編入後､ 20年7月第139師団

長(酬)｡30年までシベリア抑留

田中　新一(た妙･tJん鴫)

明治26 (1893) ～昭和51 (1976)新港県生

まれ｡陸軍中将｡昭和3年から3年間ソ連
･ポーランド､8年からはドイツ駐在｡15

年参謀本部作戦部長｡強硬な緒戦論者｡

ガダルカナル戦での船舶増徴同意で東

条首相と衝突､第18師団長(ビ脈)転出
‥幼年学校の思想的傾向･･-,･･--･･--･

少年時代から国家至上主義的､尚武的

な教育受け､志操堅固な反面､人間的な

幅が狭くなり武断的傾向に走りがちに

なる｡日産戦争後､ ｢行け忠勇のわが友

よ取れ北境の蒙古の地｣の軍歌を歌

っていたという｡その少年たちが､満州

事変当時は参謀など佐官級､太平洋戦

争では将軍になった｡

畑　俊六(旺た･しサんろく)

明治12(1879) ～昭和37 (1962)福島県生

まれ｡陸軍大将･元帥｡教育総監､中支派

遣軍司令官､侍従武官長を歴任､昭和14

年阿部内閣陸相｡米内内閣にも留任､陸

軍部内の近衛政権樹立構想を受け15年

7月単独辞渡し内閣を倒す｡支部派遣軍

総司令官を経て20年4月､本土決戦た備

え第2総軍司令官.東京裁判で終身禁固

刑､ 29年仮釈放｡著に｢畑俊六日誌｣

｢･加藤友三郎の言葉-…- ----一一--･･=一一･

い国防ハ軍人ノ占有物二非ズ｣｡戦争は

…軍人だけで出来るものではない｡だか

妻ら､軍備だけでなく､民間工業力を発展

妻させ､易を奨励し､国力を充実させてお

至かなればならない｡


